ONKYO. 


デジタルホームシアターシステム 

DHT-L1 


取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとうございまず。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
き、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見6れる所にな証 
書とともに大切に巧管してください。 


<ユーザー登録のご案内> 

さまざまな情報提供や、スムーズにサポートを行5にめ、イ 
ンターネットによるユープー登録をおすずめしています。 


http://www.onkvo.co.Jp/ 


上記 URU こアクセスしてくださし、 
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主な特長 


■ 最新のドルビー*プ□□ジック II 、ドルビーデジタル、 DTS ** デコーダー内蔵 
■ DVD 、 ゲーム磯、パソコンはもちろん、ビデオやテレビも已.1かサラウンド再生 
■ 独自の八イクォリティ設計、 0 MR 1 ダイヤフラム採用サテライトスピーカー、 J ' DRIVE * 巧 
式サブウーファ（※特許出願中） 

■ アンスサブウーファーが一体化。コンパクトで簡単接続、リモコン付属で簡単操作 
■ 総合出力200 W 、 映画だけでなく音楽、ゲームも臨場感あふれる迫カサウンド 
■ 色チヤンネルアンプ内蔵 
■ デジタル入力端モとして光2系統を装備 
■ 見やずい表示部 

■ オンキヨー独自の7つのリスニングモード 
■ サンプリング周波数 96 kHz 入力に対応 


* ドルビーラボラト IJ ーズか6の実施権に基づき製造されていまず。 

ドルビー、 Dolby、Pro Lo 邑 ic 及びタフル□記号は、ドルビーラボラト U - ズの商標でず。 

** 本機はデジタル'シアター'システムズ社か6のライセンスに基づを製造されています。 

" DTS"、"DTS Digital Surraund " は、デジタル'シアター'システムズ社の商標でず。 

独自開発 0MF ダイヤフラム探巧のスピーカーユニット 

スピー カーユニットには 0 MF の nkyo Micro 円 her ） ダイヤフラムを採用。独自の素材と成 あ 方法に 
よって、振動板に要巧されるま件(①軽量②高剛性③適度な内部ロス）を最適む（ランスさせ、雑音のほ 
減、トランジェント（過殺持性）を向上させています。また、サブウーファー部、サテライトスピーカーは、 
音質の良い木製キャビネットを採用してしほす。 

がコンバクトなび5自然で道力ある重ほ音、 J'DRIVE 方す（特許出願中） 

ウーファー部はスピーカーユニット前面の容積を限界までルさくした特殊な構造を採用し、高い圧力で 
圧縮膨張した空気を開□部から一気に放出ずる、いわばジェットエンジンのような空気の流れによって、 
自然で迫力ある重低音を再現していまず。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣近所への配慮を十分しましよラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのち一つのちをです。 
お互いにわを配り、快い生活環境を守りましよ5。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


才ーデイオ機器を安全にお使しル、ただ < r こめ、ご使用の前に必ずお読み < r ごさい 


給表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
おをしています。 

その表示と意なは次のよラになっています。内容をよ<理解してから本文をお読みく 
ださし、。 


么警告 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重 
傷を負ラ可能性び想定される内容を示しています。 


么注意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可 
能性び想定される内容および物的損書のみの発生び想定される内 
容を示しています。 


給表示の例 


A 


A 記号はを意（警告を含む）を促す内容げあることを告げるちのです。 
図の中に具体的なを意内容（左図の場をは感電を意）び描かれています。 


(S) 


( S 記号は禁止の行為であることを告げるちのでず。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれてい 
ます。 


を 

〇 


参記号は行為を強制した D 指おする内容を告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜占、6巧いてください）び描かれていまず。 



A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


A© 

電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 


♦ 万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のま 
ま使用すると、火災•感電の原因となります。すぐに本機の電源ス 
イッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか日抜いてください。 
煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


■絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない- 

♦ 本機の裏ぶにカバーは絶対にはずさないでください。 

内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因とな0ます。内部の 
点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦ 本機を分觸改造しないでください。火災•感電の原因となります。 

■ 10 OV 似外の電圧で使用しない- 

0 #本機を使巧できるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧（交流 I 日日ボルト）し:^外の電圧や船舶などの 
直流 （ DC ) 電源には絶対に接続しないでください。火災•感電の 
原因となります。 

■ 放熱を巧げない- 



0 


本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこ 

ちり、火災の原因になることびあります。本機には内部の温度上昇を防 

ぐため、ケースの上部や底部、後部などに通風孔びあけてあります。 

次の点に気を付けてご使用ください。 

♦ 本機を、押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に巧し込んで使 
用しないで < ださし、。 

♦ テーブルク□スをかけたり、巧団の上に置いて使用しないで<だ 
さい。 

♦ 本機を設置する場合は、壁か 5] Ocml ； (上の間隔をおいてくださ 
し' i 。 また、放熱をよくするために、他の機器との間は、少し離し 
て置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天画か5 
2 cmm 上、背面から日 cm 政上のすきまをあけてくださし ' i 。 内部に 
熱がこわり、火災の原因となります。 


■ 水のかかるところに置かない 



水場での 
使用禁止 


参風呂場では使用しないでください。义災•感電の原因となります。 


0 水姑れ禁止 


♦ 本機は屋内専用に設計されています。城5さないようにごま意く 
ださい。内部にかび入ると、火災•感電の原因とな0ます。 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦ 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器やかさな金属物を置かないでください。中に入った 
場含、乂災•感電の原因となります。 


4 




A 警告 


■ 中に物を入れない 


0 


♦ 本機の通風孔に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、落とし 
込んだ0しないでください。乂災‘感電の原因とな D ます。特にお子様 
のいるご家庭ではごま意ください。 


■ 中に水や異物が入ったら 


A を 

電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


♦ 万一、本機の内部に水や異物び入った場含は、すぐに本機の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコンセントか5巧いて販売店に 
ご連絡ください。 


■電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


♦ 電源コードび傷んだ5 (芯線の露出、断線など）販売店に交換を 
ご依頼ください。 

そのまま使用すると火災-感電の原因となります。 


0 


♦ 電源コードの上に重いわのをのせた0、コードげ本機の下敷にな 
日ないようにしてください。コードに傷びついて、火災•感電の 
原因とな0ます。コードの上を敷物などで覆ラことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまラことびあ0ます。 

♦ 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじっ 
た0、引っ張ったり、加熱した0しないでください。コードび破 
損して火災-感電の原因とな0ます。 


■ 電源コンセントにはサブウーファー於外接続しない 


0 


♦ ED 丄1の電源コンセントは、 SWA - U 専巧です。 

他の機器は接続しないでください。火災-感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


A© 

電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


♦ 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場 
合には、そのまま使用しないでください。乂災•感電の原因とな 
ります。電源コードをコンセントか5抜き、必ず販売店にご相談 
ください。 


■雷び鳴りだしたら機器に触れない 



接納禁止 


♦ 雷び鳴りだした5、電源プラグには触れないでください。感電の 
原因とな0ます。 


■ 乾電池を巧電しない 


0 


♦ 乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液もれにより 
火災-けがの原因とな0ます。 



A ま意 


■ 設置上の注意- 

♦ 強度の足りない台やぐらついたり、傾いたりした所など、不安定 
な場所に置かないでください。また、たて置きにした場合に机や 
ラックの端に置かないでください。落ちたり倒れたりして、けが 
の原因となることびあります。 

0 #本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでくださ 
し、。倒れたり落下して、けがの原因となることびあります。 

♦ 本機の上にちのを置かないでください。バランスげくずれて倒れ 
たり、落下して、けがの原因となることびあります。 

♦ 移動させる場をは、サランネットやスピーカーユニットに手を 
かけないで<ださい。故障やけびの原因となることびあります。 

♦ この機器は非常に重いので持ち運びは必ず二人し: LL で巧ってくだ 
さい。けびや腰痛の原因となることがあ0ます。 

♦ 移動させる場含は、電源スイッチを切0、接続コードやスピー 
カーコードをはずしてから巧ってください。落下や転倒など、思 
わ说事故の原因とな0ます。 


■ スピーカーコー ドはを全な場巧へ- 

〇 参スピーカーコードの配線された位置によっては、つまずいたり 
引っかかった0して、落下や転倒など事故の原因となることび 
あります。スピーカースタンドを利用した場合や高い所に置いた 
場含、壁に掛けた場合など、特にご注意ください。 



■ 次のよラな場所に置かない 


0 

■ 使用上の注意 


♦ 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。火災-感電の原因となることびあります。 

♦ 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災•感電の原 
因となることがあ0ます。 
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0 


♦ 電源を入れたとさは、音量にを意してください。過大入力でス 
ピーカーを破損したり、突然大をな音び出て聴力障害などの原因 
となることびあります。 

♦ 長時間音びひずんだ状態で使わないで<ださい。アンプ、スピー 
力一等び発熱し、火災の原因となることがあ0ます。 

♦ ヘッドホンをご使巧になる時は、音量を上げすざないようにごま 
意ください。耳を刺激するよラな大きな音量で長時間続けて聴く 
と、聴力に悪い影響を与えることがあ0ます。 

♦ 音量を上げずぎないようにごを意ください。耳を刺激するような大きな 
音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い影響を与えることびありまず。 
♦ 本機に乗ったり、ぶ5下びったりしないでください。特にお子様 
にはごを意ください。倒れたり、こわれたりして、けびの原因と 
なることがあ0ます。 

♦ キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製 
品を近づけないで < ださし、。 

磁気の影響で製品び使えな<なったり、データび消失することび 
あります。 




A ま意 


■ 接続について 


A 


♦ 本機を他のオーディオ機器やテレビ等の機器に接続する場をは、 
それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源スイッチを切り、 
説明に従って接続してください。また接続は指定のコードを使用 
してください。指定!;(外のコードを使巧したりコードを延長した 
りすると、発熱し、やけどの原因となることがあ0ます。 


■電源コード、電源プラグのま意 


0 


♦ 電源コードを熱器具に近付けないで<ださい。コードの被覆び溶 
けて、火災•感電の原因となることびありまず。 

♦ 说れた手で電源プラグを巧を差ししないでください。感電の原因 
となることがあ0ます。 

♦ 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張5ないでくださ 
し、コードび傷つき、火災•感電の原因となることびあります。 
必ず、プラグを持って巧いて<ださし、。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災 
の原因となることがあ0ます。 


♦ 旅行などで長期間、本機をご使用にな5ないときは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。火災の原因と 
なることびあります。 

♦ 移動させる場をは、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜さ、機器間の接続コードなど外部の接続コードや 
スピーカーコードをはずしてから行ってください。コードび傷つ 
き、火災•感電の原因となることびあ0ます。 

■電池について- 


虑 

電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


A 


♦ 電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス十とマイナス 
一の向を）にを意し、表示通りに入れてください。間違えると電 
池の破裂、液われにより、火災、けびや周囲をミち損する原因とな 
ることびあ0ます。 


0 


♦ 指定政外の電池は使用しないでください。また、新しい電池とち 
い電池を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液われによ 
り火災、けびや周囲のミち損の原因となることがあ0ます。 

♦ 電池は、加熱したり、分解した0、火や水の中に入れないでくだ 
さい。電池の破裂、液われによ0、火災、けびの原因となること 
びあ0ます。 


■スピーカーコー ドについて- 

♦ スピーカーコードを傷つけた0、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱した0しないでください。火災-感電の原因となることび 
お0ます。 


么ま意 


■点検.工事について- 


電源プラグをコンセント 
から损いて<ださい 

A 


♦ お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜し、て 
巧ってください。感電の原因となることびあります。 


♦ 使用環境にちよりますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売ちにご相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災 
や故障の原因となることびあります。特に湿気のを<なる梅雨期 
の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等につい 
ても販売店にご相談ください。 


♦ 電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を 
起こすことび知5れています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
0を取0除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 


♦ シンナー、アル]-ルやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでく 
ださい。塗装げはげたり変形することびあります。 


お手入れについて 

キャビネットは、時々シ U コンク□スまたは、柔らかい巧でからぶきしてください。巧れびひどいときは中性洗剤をうすめ 
た液に、柔らかい巧を浸し、固く絞って汚れをふき取ったあと乾いた巧で仕上げをしてください。固い巧や、シンナー、ア 
ルコールなど揮発性のちのなどでふきますと傷びついたり、文字び消えたり、変色したりすることびありますから、ご使用 
にならないで < ださい。 

化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどをお読みください。 

サランネットにほこりびついたときは、掃除機で暇い取るか、ブラシをかけるとよくほこりを取ることびでをます。 

カラーテレビやパソコンとの近接使用について 

一般にカラーテレビやパソコンに使用されているブラウン實ま、地磁気の影響さえ受けるほどデ U ケートなものですの 
で普通のスピーカーシステムを近づけて使用すると、画面に色むらやひずみび発生します。本機は（社）電子情報技術 
産業協含 (J 曰 TA) (旧（社）日本電子機械工業含 CEIAJ)) の技術基準に適をした防磁設計を施していますので、テレ 
ビなどとの近接使巧び可能となっています。ただし、設置のしかたによっては色むらび生じる場合びあります。その場 
含は一度テレビの電源を切り、1已分〜30分後に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能によって画面 
への 影響び改善されます。その棲も色むらび残るような場含はスピーカーをテレビから離してください。また、近くに 
磁石など磁気を発生するものび置かれていますと本機との相互作巧により、テレビに色むらび発生する場合びありま 
ずので設置にご注意ください。 

(ご注意） 

テレビなどとの近接使巧をする場含、テレビから出ている電磁波の影響で本機の電源を切っていてもスピーカーから雑 
音を発生することびあります。このような場ちは、スピーカーをテレビからさらに離してご使巧下さい。 

取り扱い上のごま意 

本機は通常の音楽再生では問題ありませんび、次のよラな特殊な信号び加えられますと、過大電流による焼損断線事故 
のおそれびありますのでご注意<ださい。 

① FM チューナーび同調していないとをのノイズ ②テープレコーダーを早送りしたときの音 

⑤発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 ④アンプび発振しているとさ 

⑤才ーディオチェック用 CD などの特殊な信号音 愈ピンコードなど、接続端デの抜き差し時のショック音 

@マイク使用時の八ウI」ング 
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箱を開けた！5、まず 



付属品を確認ずる 


ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめください。 （） 内の数字は数量を表しています。 


サブウーファー 
( SWA - L 1)(1) 


ヴテライト スピーカー 
( D - L 1)(5) 


AV サラウンドセンター 
( ED - L 1)(1) 



サブウーファー用コルクス-サテライトスピーカー用コル 


ぺーヴ ー（ 一組〈4個〉） 


クスぺーヴ ー（ 一組〈20個〉） 


ED - L 1 用スぺーヴー 
(—組〈4個〉） 


オーディオ用光デジタルケー 
プル （1) 



目チヤンネルピンコード （1) 



IJ モコン （ RC -474 S )(1) 
乾電池（単3お） （2) 



スピーカーコード （左ち フ□ン 
卜 /センター用） 2.5 m (3) 



スピーカーコード （ヴラウンド 
用） 8 m に） 



取扱説明書（本書 1) 
保証書 （1) 

ユーザー 登録 カード （1) 


ごを意 

□HT 丄1は、サブウーファー SWA 丄1 、 サテライトスピーカー□丄1および AV サラウンドセンタ ーED-L 1の組 
み合わせで最良の状態になるよラに設計されております。本体と他のスピーカーとの組み含わせや、他のアン 
プとサテライトスピーカーとの組み含ねせでご使用になった場合の故障については、保証でさない場含びあ D 
ますのでご了承ください。 



、 

ノ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

6 

〇 

つ 

〇 

し 

〇 

〇 

〇 

〇 

つ 

〇 

つ 

し 



























































箱をあけた！5、まず 




スぺーヴーを 貼り付ける 


■ ED 丄 1 用スペーヴーについて 

スペーヴーを 使用することにより、すべりにくく 
安定して設置することびでさます。 

ED - L 1 を横置をでお使いになるとさは、 ED - L 1 
底面のくぼみに E □丄1用スペーサーを貼りつけ 
て < ださい。 



ED - L 1 をたて置きでお使いになるときは、 ED - 
L 1側面のくぼみに EOL 1用スペーヴーを貼り 
つけて < ださい。 


■ サブウーファー用コルクスペーヴーについて 

よりよい音でお楽しみいただくために、付属の 
コルクスペーヴーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスペーヴーを使用することにより、 
すべ0にくく安定して設置することびでさます。 




化 


■ サテライトスピーカー用コルクスペーヴーについて 

よりよい音でお楽しみいただくために、付属の 
コルクスペーヴーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスペーヴーを使用することにより、 
すべ0にくく安定して設置することびでをます。 



横置きの場合 



































































0 J モコンを準備ずる 


乾電池の入れちと交換のしかた 



ごを意 

-種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しないでください。 

-長期間 U モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐために電池を取0出しておいてください。 

-寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐食によりリモコンをいためることびありまず。リモコン 
操作の反応び悪くなったとさは、ただちにちい電池を取り出して2本とも新しい電池と交換してください。 

-使用頻度にもよりますび、付属のマンガン電池の寿命は約目ヶ月です。電池の交換時口ま、単3型をご使用 
<ださい。 



-リ亡]ン受光部に日光やインバーター堕光好などの強い光を直接当てると正しく動作しないことびあります。 
-赤外線を使った機器の近くで使用したり、他の U モコンを併用すると誤動作の原因となります。 

- U モコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタンげ押し続けられた状態になり、電池び消耗し 
てしまラことがあ0ます。 

- U モコンと U モコン受光部の間に障書物びあると操作でさません。 





各部の名称と働き 




[] 内の数字は、参照ぺージを示しています。 


〔 ED 丄1前面パネル 〕 

① STANDBY/ON (スタンバイ/電源オン）イン 
ジケーター [22] 

E □丄1び電源オンのときに緑に点巧します。 
ED 丄] びスタンバイ状態のときや、リモコンが 
日の信号を受信したとさは赤く点巧しまず。 

③ STANDBY/ON (スタン/レ T / 電源オン）ボタ 
ン [22] 

ED - L 1 の電源オンとスタンノ くイ状態を切り換え 
ます。 

③ リモコン受光部 [11] 

④ 入カインジケーター [2 引 

選択されている入カソースに応じてインジケー 
ターび点灯します。 


⑤ INPUT (入力） ◄/ ►ボタン [2 己] 

入カ ソースを 切り換えます。 

⑥ PHONES (ヘッドホン）端子 [32] 

ミニプラグのステレオヘッドホンを接続します。音 
量を下げてから接続してください。ヘッドホンプラ 
グを挿入するとスピーカーか5の音は出なくな 
り、リスニング亡ードは自動的に 「 STERE 日」に切 
り換わります。 

® MASTER VOLUME (音量調整）つまみ 
[24、2日] 

音量を調整します。 

® 表示部 

猩） U スニングモードあるいはデジタル入力 
フオーマットインジケーター 
⑥ミューティングインジケーター 
© 多目的表示部 


12 






















































各部の名称と働き 




[] 内の数字は、参照ページをおしていまず。 


〔 ED - L 1 後面パネル ） 

①電源コード [22] 

壁コンセントに差し込みます。 

@電源コンセントに 20 WJa 下） [22] 

スイッチ連動でず。 SWA 丄1の電源コードを接 
続し、 SWA - L 1 の P 日 WER スイッチを日 N のま 
まにしておけば、 ED - L 1 の STAND 巨 Y / 日 N ボ' 
タンと連動して SWA - U の電源も入れたり切つ 
たりすることびでさまず。 

③ MULTI CH OUTPUT (マルチチヤンネル出 
力）端子 [18] 

付属の6チヤンネルピンコードで SWA - L 1の 
MULTI CHANNEL INPUT 端テと接続しまず。 

® DIGITAL INPUT OPTICAL 1 および 2 (デ 
ジタル光入力1、吕）端子 [1 日- 21] 

付属のオーディオ用光デジタ J レケーブ J レで DVD 
プレーヤーやゲーム機、 CD プレーヤーなどの光 
デジタル出力端子と接続します。 

⑤ ANALOG INPUT LINE 1および2(ライン入 
力1、2)端子 [1 目、 21] 

オーディオ用ピンコードでビデオデッキなどのラ 
イン出力端子（アナ□グ）と接続します。 
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さ部の名称と働き 




] 内の数字は、参照ページをおしていまず。 


SWA - L 1 前面パネル 


① ON (電源オン）インジケーター [22] 

SWA-U び電源オンのときに点打します。 


<D 



SWA - L 1 後面パネル 


① POWER (電源）スイッチ [2 吕] 

電源オン/電源オフを切り換えます。 

③ 電源コード[吕 2] 

ED-L1 の電源コンセントに差し込みます。 

③ SURROUND SPEAKERS (サラウンドス 
ピーカー)端子 [17] 

サラウンドスピーカー（左/も）を接続しまず。 

④ FRONT SPEAKERS (フ□ントスピーカー) 
端子 [17] 

フ□ントスピーカー(左/センター/ち）を接続し 
ます。 

⑥ MULTI CHANNEL INPUT (マルチチャンネ 
ル入力）端子 [18] 

付属の6チヤンネルピンコードで、 ED - L 1 の 


⑥ 


MULTI CH OUTPUTiS テと接続しまず。 

放熱巧フアン 

大入力時にフアンび回ります。 
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各部の名称と働き 



[] 内の数字は、参照ぺージを示しています。 


〔リモコン RC -474 S I 

① STANDBY/ON (スタンバイ/電源オン）ボタ 
ン [22] 

ED - L 1 の電源オンとスタンノ くイ状態を切り撰え 
ます。 

② DVD 操作ボタン [31] 

オンキヨー製の DVD プレーヤーを操作します。 

感 USTENING MODE (リスニングモード） ◄/► 
ボタン [28] 

U スニングモードを選びます。 

@ TEST (テストトーン出力）ボタン [24] 

各スピーカーか5、テストトーンび出力されます。ス 
ピーカーのレベルを合わせるときに使用しまず。 

感 CH SEL (チャンネル切り換え）ボタン 
[23、24、 30] 

距離またはレベルを設定するスピーカーを選びます。 

® D 旧 TANCE (距離設定）ボタン [23] 

聞く位置か5スピーカーまでの距離を設定する 
とさに押します。 

@ D 旧 PLAY (ディスプレイ）ボタン [2 日] 

ED 丄 1の表示部に表示される情報を切り換え 
ます。 

® LATE NIGHT (レイトナイト）ボタン [30] 

ル音量で楽しみたいときに、ダイナミックレンジ 
を切り換えることびできます。 

CD INPUT SELECTOR (入力切り換え） ◄/ ►ボ 
タン [2 已、 28] 

入カソースを選びます。 

® MUTING (ミューティング）ボタン [26] 

音量を一時的に下げます。 

⑩ VOLUME (音量調整） ▲/ ▼ボタン[24、2己] 
▲を巧すと音量げ上びり、▼を押すと下びります。 
® LEVEL/DISTANCE (レベル/距離調碧） 
▲/ ▼ボタン[23、24、 30] 

各スピーカーのレベルや距離を設定するとさ、 
数値を上げ下げします。 



15 

























































スピーカーを設置する 


サブウーファー ( SWA - L 1) は目チヤンネルのアンプを内蔵しており、サブウーファーと己つのサテライトスピー 
力ーズ （ D - Ll ) を適切に配置ずることにより、 最適なサラウンド再生を楽しむことができます。 

サテライト スピーカーは すべて同じ性能です。3つを左ちフ □ン トス ピーカーとセンタースピーカーとして、 
2つを左ちサラウンド スピーカーとして 使用します。 


〔昼本的な設置例と各スピーカーの役割 I 

スピーカーの設置は、実隙には部屋の大きさや壁の材質などによっても違ってきますび、ここでは香スピー 
カーの基本的な配置例と香スピーカーの役割を紹介します。 


設置例 



左サラウンド 
ストト 

□ 

逸 

巧ラウンド 
ストト 

□ 

D . L 1 

視聴位置 

D . L 1 


左ちフ□ントスピーカーとセンタースピーカー 

視聴をの前方に配置します。 

一3つのスピーカーびなるべく同じ高さにな 
るよラに設置してください。 

一 音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、視聴 
をのちに向くよラに配置してください。 
センタースピーカーは、左ちフ □ント スピーカー 
の音源効果や、 音の動さを明確にして、より豊か 
なサウンドイ;<-ジを作ります。 


■ サテライト スピーカーを 固定ずるには 

已つのサテライトスピーカーには、市販されてい 
るスタンドやを具を使用できるネジ巧びつけら 
れています。底面にはピッチ目日 mm で M 己用ネ 
ジ巧むで個、背面には M 已用ネジ巧1個を設けて 
あります。取り付けちまについては、ご使用にな 
るスタンドや金具の説明書をご覧ください。 

スタンドや金具をご使用 
になるとさは、ネジ長に 
ミ主意してください。有効 
ネジ長び7〜1 2 mm の 
ものをご使用ください。 


ごを意 

E □丄1をたて置きにしたり、サテライトスピーカー 
を設置する際には、 机やラックの端に置かないように 
してください。落ちたり倒れたりして、けびの原因と 
なることがあ0ます。 


M 5 ネジ 



丄 


111111111 

5mm 



T 


7 〜 1 2mm 


-左ち ヴ ラウンド スピーカー 

視聴ちの横または後ろに配置します。 

音の立体的な動さを表現し、背景をイ;<ージし 
た環境音、また場面を盛り上げる効果音を作0 
だして臨場感を高めます。 


• サブウーファー 

フ□ントスピーカーの近くに配置します。 
迫力のある重低音効果を最大限に発揮します。 
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スピーカーを接続する 


接続の前に スピーカー端子への接続方ま 

付属のスピーカーコードの準備をします。 ①レノ く一を巧します。 

© スピーカーコードのビニールカバーの先をがし 
ます。 


②しん線を巧の中に入れます。 


③しん線をよじります。 



③レバーをはなします。 




ごま意 

-プラス（十）とマイナス（一）を間違って接続した 
り、左ちのスピーカーを間違えて接続しないでく 
ださい。音声が不自然になります。 

-付属のスピーカーコードの白線の入っている 
ちをプラス （+) 側に接続してください。 



_ を険 

+ 

胃 1. 回路の故障を防ぐため、スピー 


力ーコードのしん線のプラスと 


マイナスあるいは L / R を絶対に 


胃] '' シヨートさせないでぐださい。 
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AV サラウンドセンター サブウーファー 

ED - L 1 と SWA - L 1 を接続する 


付属の日チヤンネルピンコードを使って ED - U の MULTI CH 日 UTPUT 端テと SWA - L 1 の MULTI 
CHANNEL INPUT 端テを接続します。 

電源コードはまだ接続しないでください。 

信号の琉れ 





ED - L 1 



畴 > 1 ; '[@1 


© 

@#1 


© 



■MULTI CH OUTPUT - 

IT SURROUND I CENTER 


t - l-MI 

I FR い T 

I L ザ当)パ啤 

rw# 



SUBWOOFER 


MULTI CHANNEL 
INPUT 端子へ 


MULTI CHANNEL 
OUTPUT 端子へ 


ごを意 
一-*-*- _ 

-色チヤンネルピンコードは、次のように接続して 
<ださい。 


SWA - L 1 

MULTI CHANNEL 
INPUT 端子へ 


ED-Ll 
MULTI CH 
OUTPUT 端子へ 


(青 ) FRONTL 
(赤 ) FRONT R 
( l)SURRL 
横 ) SURRR 
(緑 ) CENTER 
煤 ) SUBWOOFER 



情 ) FRONTL 
(ホ ) FRONTR 
(黒 ) SURRL 
横 ) SURRR 
(緑 ) CENTER 
煤 ) SUBWOOFER 


コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んでく 
ださい。接続び不完全ですと、雑音や動作不良 
の原因になりまず。 



日チヤンネルピンコードはスピーカーコードと一 
緒に束ねないでください。音質び悪くなること 
びあ0ます。 
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才ーデイオ機器やゲーム機を接続ずる 


本徽こは2系統の光デジタル音青入力端テと2系統のアナ□グのライン入力端テびあり、最大で4種類の音 
声機器やゲーム機器を接続することびできます。 

• ドルビーデジタル、 DTS ソフトなどのデジタル信号を再生するためには、□に ITAL INPUT OPTICAL 
1または2端テへの接続び必要です。 

-パソコンで已 .1 チヤンネルサラウンドを楽しむには、 DVD - R 日 M ドライブのほかに、光デジタル出力 
に対応したパソコンや音源ボードび必要です。詳しくは、各機器に付属の説明書をご覧ください。 

電源コードはまだ接続しないでくだをい。 


ーディオ機器 • ゲーム機の接続例 


信号の流れ 



ごミ主意 

- DIGITAL INPUT 日 PT に AL 端子口ま、保護用 
キャップが取り付けられていまず。接続時は、こ 
のキャップを取りがしてください。使用しない場 
合、キャップは必ずもとどおりに取り付けておい 
て < ださい。 


-音声用ピンコードは、次のように接続してください。 


他機音青 L 端子へ 
(白） 


m 

他機音声 R 端子へ 



ED - L 1 ANALOG 
INPUT 1/2 L 端子へ 
(白） 


(赤） 

ED - L 1 ANALOG 
INPUT 1/2 R 端子へ 




























































































オーディオ機器やゲーム機を接続する 



テレビを含む接続例 


ED - L 1 に接続できるのは、音声出力端子のみです。それぞれの機器の映儘出力端子は、直接テレビと接続 
する必要びあ0ます。 

■ ダーム機や DVD プレーヤーのみを接続する場含 


I —^ ■ 信号の茄れ 
テレビ 



①ゲーム機や DVD プレーヤーの映像出力端子と 
テレビの映像入力端テを接続します。 

③ゲーム機や DVD プレーヤーの音声出力端子と 
ED - L 1 の□に ITALINPUT 日 PT に AL 1端子 
を接続します。 

この接続では、ゲーム機や DVD プレーヤーでソフト 
を再生し、 E □丄1の INPUT ◄/ ►ボタンを押して接 
続した機器を入カソースに選びます。 


20 











































































オーディオ機器やゲーム機を接続する 



テレビを含む接続例 


ED-L1 に接続できるのは、音声出力端子のみです。それぞれの機器の映像出力端子は、直接テレビと接続 
する必要びあります。 


■ ビデオデッキと CD プレーヤーを同時に接続する場合 


CD プレーヤー ⑤ DIGITAL INPUT OPTICAL 1端子へ 



ビデオデッキ ② ANALOG INPUT LINE 1端子へ 


© ビデオデッキの映像出力端テとテレビの映憬入 
力端モを接続します。 

@ビデオデッキの音声出力端子と ED-L 1 の 
ANALOG INPUT LINE 1 端テを接続します。 
@ CD プレーヤーの音声出力端テと ED-L1 の 
DIGITAL INPUT OPTICAL ] 端テを接続し 
まず。 


ダーム機やビデオデッキの音芦出力端子とテレ 
ビの音声入力端子を接続しているときやビデオ 
内蔵テレビをお使いのときは 

テレビの音声出力端テと ED-L 1 の ANALOG 
INPUT LINE 1 または 3 端子を接続してください。 


ED-L] の INPUT ◄/ ►ボタンを巧して入カソース 
を切り換えるだけで、ビデオデッキと CD プレーヤー 
を使い分けることびでさます。 
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電源を入れる 


接続ずる前に 

電源コードし八がの、すべての接続び完了していることを確認してください。 


ごを意 


STANDBY/ON 


B I 0 I T A I I I I n 

S ぃ"。 IIND 



4 


よりよい音で聞いていただくために 

本磯の電源コードは極性の管理びされていまず。 
電源コードの片側に目印線の入っている側を家庭用 
電源コンセントの溝の長いちに合わせて差しこん 
でください。電源コンセントに極性の区別が無い場 
含はどち5を接続してちかまいません。 


1 SWA - L 1 の電源コードを ED 丄1の電源 
コンセントにつなぐ 


と ED 丄1の電源コードを壁のコンセント 
につなぐ 

ED - L 1 の 5 TANDBY / DN インジケーター扫'啸 
く点なします。 

OSWA-L1 の後面パネルの POWER (主 
電源）スイッチを ON にずる 


4 ED 丄1の前面ゾは g レまたはリモコンの 
STANDBY/ON (スタンバイ/電源才 
ン）ボタンを巧ず 

ED - L 1 の STAND 目丫/日 N インジケーターび緑 
に点灯し、表示部び点巧します。 

SWA - L 1 の日 N インジケーターび点なします。 

メモリー保持について 

ED - L 1 には、ゾモリー保持用の予備電源装置び内蔵 
されています。これは、登録したレベル設定 （ i ^24 
ページ）などを停電時などに保護するためのをので 
す。2週間 L ： LLED - L 1 の電源コードを抜いたが態に 
してお < と、メモ U —内容は消えてしまいます。 

誤動作するときは 

ED - L 1 はマイク□コンピューターにより高度な機能 
を実現していまずび、ごくまれにが部か5の雑音や 
妨害ノイズ、静電気などの影響を受けて誤動作する 
ときびあります。このようなときは、電源コードを壁 
コンセントか日一度抜さ、日秒攻上たってからつなざ 
なおして<ださい。 


SWA - L 1 は P 日 WER (主電源）スイッチび ON の状 
態で工場出荷されていますので、 SWA - L 1 の電源 
コードのプラグを ED - L 1の電源コンセントに差し込 
み、 ED - L 1 の電源コードのプラグを壁のコンセント 
に差し込むとち記の「電源を入れる」の手順3と同じ 
状態になります。 

4 


ONKYO AV SURROUND CENTER 
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スピーカーまでの 距離を設定する 


操作の前に、設置したスピーカーか5聞く位置までの距離を設定します。 

スピーカーの設置については、「スピーカーを設置する」（腐 '1 日ぺージ）をご覧くださし、。 



2 


• センタースピーカーは、左ちフ□ントスピーカー 
より] .已 m まで近くに設定できますび、フ□ント 
スピーカーよ0遠くには設定でをません。 

• 左ちサラウンドスピーカーは、左ちフ□ントスピー 
力一より4.已 m までおくに設定できまずび、フ□ン 
トスピーカーより遠くには設定でさません。 

-ヘッドホンを接続している時は設定できません。 


1リモコンの DISTANCE ボタンを巧ず 


E □ 丄 1 の 表示部にフ □ン トス ピー カーまでの 距 
離び表示されます。 

I / 二 3; uti/ i[r 


£=! LEVEL / D 旧 TANCEa / ▼ボタンを押し 
て、実際の距離に近い数値に設定ずる 

▲ボタンを巧すと数値び上びり、▼ボタンを巧す 
と下び0ます。 

日. 3 m 〜 9.0 m の範囲、 0.3 m 単位で設定でさ 
ます。 


OCH SEL ボタンを 巧してスピーカーを 切 
り換え、 ずべ てのスピーカーまでの 距離 
を 設定ずる 

ボタンを巧ずたびに、スピーカーの表示び次の 
ように切り換わりまず。設定方法は、手順2と同 
じでず。 

FRONT (左ちフ□ントスピーカー) 

i 

CENTER (センタースピーカー） 

i 

SURR (左ちサラウンドスピーカー) 

i 

(FR 日 NT に戻る） 


^ DISTANCE ボタンを巧ず 

設定したスピーカーの距離び記憶され、通常の 
表示に戻りまず。 











































1 リモコンの TEST ボタンを巧ず 

左のフ□ントスピーカーから「ザー」といラテスト 
音び出ます。 


C 音量を調整ずる 

本体の MASTER VOLUME つまみまたは U モ 
コンの VOLUME ▲/▼ ボタンでいつち聞く音 
量にしてください。その後、下記の順で各スピー 
カーか5テスト音びでます。 

LEFT (左フ□ントスピーカー) 
i 

CENTER (センタースピーカー) 

i 

FUGHT (もフ□ントスピーカー） 

i 

SURR RIGHT (ちサラウンドスピーカー) 

i 

SURR LEFT (左サラウンドスピーカー) 

i 

SUBWOOFER りてワードサブウーファー) 

i 

LEFT (左フ□ントスピーカー)に戻る 

テスト音は、 TEST ボタンを押したあと、何も操作 
しないでいると、自動的に次のチャンネルに移り、 
2秒ずつテスト音を出力します。 ] 日回くりかえし 
て止まります。 


OCH SEL ボタンを巧してスピーカーを切 
り換え、 LEVEL / D 旧 TANCE ▲/ ▼ボタ 
ンを巧して、聞く位置か6各スピーカー 
の音量が同じに聞こえるよラに調碧ずる 


各 スピーカーの 音量レベルを設定する 

各スピーカーか5の音量び同じに聞こえるよラに、それぞれの音量レベルを設定します。 


ごを意 



▲ボタンを押ずと音量び上びり、▼ボタンを押す 
と下びります。 

-] 2 d 巨〜 +] 2 d 巨の範囲で設定でをます。 
(サブウーファーは、 一3 日 d 目〜十1 2 d 目） 
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テスト音をいつわ聞く音量よりち大さくして調整し 
た場含は、手順3び終了した勸こ V 日 LUME ▲/▼ 
ボタンで元の音量に戻しておいて<ださい。 
ヘッドホンを接続している時は設定でさません。 


4 test ボタンを巧ず 


設定したスピーカーの音量レベルび記憶され、 
通常の表示に戻ります。 




























































機器を選んで演奏する 


1 3 



1 ED 丄1の INPUT ◄/ ►ボタンまたはリモ 
コンの INPUT SELECTOR ◄/►ボタ 
ンを巧して、入カソースを選ぶ 


DIG 1： DIGITAL INPUT OPTICAL 1 端テに 
接続された機器 

DIG 2： DIGITAL INPUT OPTICAL 2 端テに 
接続された機器 

LINE 1 : ANALOG INPUT LINE 1 端テに接 
続された機器 

LINE 2： ANALOG INPUT LINE 2 端テに接 
続された機器 

選んだ入カソースと音量ちしくは現在選ばれて 
いるリスニングモードび ED - L 1 の表示部に表示 
されます。 

リスニングモードの場を 


選んだ入カソースに応じて E □丄1の入カインジ 
ケーターび点なします。 


と選んだ機器の演奏を始める 


〇 ED 丄1前面パネルの MASTER 
VOLUME つまみまたはリモコンの 
VOLUME ▲/ ▼ボタンで音量を調整ずる 

MASTER V 日 LUME つまみは、ちに回すと音 
量び上びり、左に回すと下びります。 

U モコンの V 日 LUME ボタンは、▲を押すと音量 
び上びり、▼を押すと下びります。 
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機器を還んで演奏する 

■ II ■ 




[ 音を一時的に消す（ミューティング機能） 




MUTING 


音楽を聞いているとさに電話びかかってくるなどし 
て、すぐに音をルさくしたし化きに役立ちます。 

MUTING ボタンを巧ず 

表示部の MUTING インジケーターび点滅し、一時的 
に音量を下げまず。 

、、 MUTING 

、、 

をラー度押すと、元の音量に戻0ます。 

ごを意 

スタンノ（イ状態にすると、次に電源を入れたとさ、 
ミューティング機能は解除されています。 
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リスニングモードを楽しむ前に 


本機には、 ■ UTF のリスニングモードびあります。 オンキヨー独自の U スニングモード 


STEREO 

すべての音亩が左ちフ□ントスピーカーか5出力され 
ます。 


ドルビー デジタル ディーティーエス デジタル シアター 

DOLBY DIGITAL/DTS (Digital Theater 
System) 

己チャンネル（左ちフ□ント、センター、左ちサラウンド） 
と、低域効果音を記録した LFE (Low Frequency 
Effect ) チャンネルを、それぞれ混ぜ合わせることなく 
独立して記録•再生する日.1 ch のデジタルサラウンド 
フ オー マットでず。データの転送レートなどに違いはあ 
るものの、いずれのフ オー マットでわ、ご家庭で簡単に 
劇場やコンヴートホールさなび5の臨場感あふれるヴ 
ウンドをご体験いただけます 。 DOLBY D に ITAL は、 
PRJ # 質マークのついた DVD ビデオなどの再生時に楽し 
むことがでをます。日 TS は鹽マークのついた DVD 、 
!_□、 CD などの再生時に楽しむことができます。 


DOLBY PRO LOGIC II 

従来の4チャンネル（左ちフ□ント、センター、モノラ 
ルのサラウンドチャンネ J レ）のプ□□ジックヴラウン 
ドと已 . 1チャンネルのドルビーデジタルサラウンドの 
橋渡しをする、次世代の已チャンネルサラウンド方式 
です。映画に最適な! \^ ovie モードと音楽再生に最適 
な Music モードの2つのモードが選択でさます。 
Movie モードでは、従来モノラルで帯域の狭かった 
サラウンドチャンネルびステレオ再生になり、より移 
動感のある再生が楽しめまず。また、 Music モードで 
は、2チャンネルの音楽に対しても自然な音場感をヴ 
ラウンドチャンネルよ0再生します 。 DOLBY PRO 
LOGIC II は、 □□画 i 西西啞マー クのついた VHS や 
DVD ビデオ、または一部のテレビ番組再生時に楽し 
むことびできます。また、 Music モードは CD などの 
ステレオ音楽にち適しています。 


ドルビーデジタルまたは DTSl ^ が+のソースでは、才 
ンキヨー独自の U スニングモードを楽しむことびで 
さます。 


ヴームアクション 

GAME ACT ； 

ゲームシミュレーシ3ン 

GAME SIM ： 

ゲ—ムアドベンチャ_ 

GAME ADV ： 

POPS/ROCK ： 

MUSiCAL ： 


シューティング/アクション 
ゲーム用。迫力のあるサラウン 
ド音声にな0ます。 

シ S ュレーションゲーム用。臨 
場感を高めます。 

□ールプレイングゲーム用。含 
話の雰囲気を重視します。 
ポピュラーミュージック用。ライ 
ブの迫力を出します。 
クラシックやミュージカルの演 
奏用。自然なにびりを重視しま 
す。（センタースピーカーの音 


テレビフアン 

TV FAN ： 


才ールチヤンネルステレオ 

ALL CH ST ： 


は出ません。） 

スタジオ収録のテレビ番組用。 
全体的なサラウンド感とセリフ 
の明瞭度を高めています。 

目 GM として音楽をかけるとさ 
のモード。フ□ントとヴラウンド 
チヤンネルの両方で、ステレオ 
イ;< ージをつく 0出します。 


DTS についてのごを意 

• DTS 対応の CD や LD を冉 NALOG INPUT LINE 1/2 
端子に接続し、入カソースを LINE 1/2にして再生する 
と、 DTS エンコード信号をそのまま再生ずるため、ノイ 
ズび出力されます。このノイズを再生すると、アンプや 
スピーカーにダ方ージを与える恐れびありまずので、 
DTS ソースを再生ずるときは必ず D に ITAL INPUT 
OPTICAL ]/2端子に接続し、入カソースを D に1/2 
にして再生してください。 

• DTS ソースを再生している時にプレーヤー側でポーズ 
やスキップなどの操をすると、ごく短時間ノイズび発 
をする場含びありますび、これは故障ではありません。 

-一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル 
接続をしてち正し < DTS 再生びでさない場合びありま 
す。デジタル出力に何らかの処理（出カレベル調整、サ 
ンプ I 」ング周波数変換、周波数特性変換など）び行われ 
ていると、本機では正しい DTS データとみなすことび 
でをないからです。このよラな処理を行いなびら DTS 
ソースを再生すると、ノイズを発生することびあ D ます。 
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リスニングモードを楽しむ 


2 




1リモコンの INPUT SELECTOR ◄/ ►ボ 
タンを巧して、入カソースを選ぶ 

E □丄1の表示部に選んだ入カソースと現在選 
ばれている U スニングモードび表示されます。 

入カソースに DIG ] を還び J 」 スニングモードに 
DOLBY D に ITAL び選ばれている場合 



選んだ入カソース リスニングモード 


d LISTENING MODE ◄/ ►ボタンを巧し 
て、リスニングモードを選ぶ 

左ちのボタンを押すたびに、モードび切り換わ0 
ます。選べるモードは入力信号の種類によって 
異なります。（下の表をご覧ください。） 


〇選んだソースを演奏ずる 
[お知5せ] 

入カソースび日日 kHz /24 b けの時は、 U スニング 
モードは 「 STEREO 」 のみとな0ます。 


入カ ソースの 信号（意味） 

フォーマット * 

ANALOG/PCM 

(アナ□グ / PCM ) 

DOLBY D 

(ドルビーデジタル） 

2/OJy が 2/0 

DTS 

ンースとなるソフト 
U スニングモード 

カセット 、 CD 

レコード、チューナー 

□ VD ビデオ 

DVD ビデオ 

LD、CD 

STEREO 

参 

参 

• 

• 

DOL 巨 Y D (DOLBY DIGITAL ) 


• 



DTS 




• 

PL II MOVIE (PRO LOGIC II Movie ) 

• 


• 


PLIIMUS に （PR 日 LOG に II Music ) 

参 


• 


GAME ACT 

• 




GAME SIM 

• 




GAME ADV 

• 




POPS/ROCK 

参 




MUS に AL 

参 




TV FAN 

参 




ALL CH ST 

• 





フォーマットについては、次ページをご参照くださし、。 
































































リスニングモードを楽しむ 




表示を確認ずる 



U モコンの DISPLA 丫ボタンを巧すたびに、表示部 
が次のよラに切0換わ0ます。 

音靑信号がアナ□グの時： 

入カソースと音量一入カソースと U スニングモード 

音声信号が PCM の時： 

入カソースと音量一 PCM と周波数（日秒間 ）一入力 
ソースと U スニングモード 


音声信号が DOLBY D に ITA し DTS の時： 

入カソースと音量一 DD または DTS とそのフオー 
マット（日秒間）一入カソースと U スニングモード 

表示部に音声信号のフオーマットび表示されたとき 
の意味は次のよラになっています。 


入カソースの信号が DOLBY □に ITA し DTS の場含 

a b C 


入カ ソースの 信号 


a . フロントチヤンネルの数を表しまず。 

迁 左フ□ント、センター、ちフ□ントの3チヤンネル 
2 : 左フ□ント、ちフ□ントの2チヤンネル 
1: モノラル （1 チヤンネル） 

b . ヴラウンドチヤンネルの数を表しまず。 

2 : 左サラウンド、ちサラウンドの2チヤンネル 
1: モノラル （1 チヤンネル） 

0 : なし 

C. LFE (ほ域効果音 : Low Frequency Effect ) 
のありなしを表しまず。 

.1: LFE ぁり 
空白： LFE なし 



例えば、「3/2.1」と表示された場含は、フ□ント3 
チヤンネルとサラウンド2チヤンネル、それに LFE び 
それぞれ独立してエンコードされたソースであるこ 
とを表していまず。 


入カソースの信号が PCM の場合 



入カソースの信号サンプリング周波数 
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リスニングモードを楽しむ 




一時的に各 スピーカー レベルを調整する 



2 


再生中、一時的に各スピーカーのレベルを調整する 
ことびでさます。 


1再生中にリモコンの CH SEL ボタンを巧 
して、 スピーカーを 選ぶ 


£=! LEVEL / D 旧 TANCEa / ▼ボタンで、各 
スピーカーの音量を調整ずる 
▲ボタンを押すと音量び上びり、▼ボタンを押す 
と下びります。 

-12 服〜+12服の範囲で設定できます。（ヴ 
プウーファーは、 一30 d 巨〜+1 2 d 巨） 


OCH SEL ボタンを巧ず 

サブウーファーを選んでいるとをに 、 CH SEL ボタ 
ンを押すと、通常の表示に戻りまず。この設定は、 
ED - L 1 をスタンノ くイ状態にすると解除されます。 
CH SEL のかわりに TEST ボタンを巧すと、テスト 
トーンで調整したレベルとして保をされます。 


レイトナイト機能 （DOLBY D に ITAL ソフト再生時のみ) 


LATE 

NIGHT 



ドルビーデジタル録音されたソフトを演奏するとさ、 
ダイナミックレンジ(音量の大小幅）をノ」巧くします。 
夜中などに音量を絞って映画を鑑賞するとき、小さ 
な音わ聞こえやずくなります。 

LATE MGHT ボタンを巧ず 

押すたびに、2段階のレイトナイトモード （ HIGH / 
LOW ) と日 FF を切り換えることびでさます。 H に H 
にすると L 日 W よりさ!5に効果びあります。 



-レイトナイト機能は、ドルビーデジタルソフトにの 
み効果びあ0ます。 

-レイトナイトの効果は、ドルビーデジタルソフトに 
よって決まっていますので、ソフトによっては効 
果びかなかったり、効果びない場含もあります。 

-レイトナイト機能は、本機をスタンバイ状態にす 
ると解除されまず。 






























































リモコンで他の機器を操作する5 



3 


リモ]ン （ RC -474 S ) を使ってオンキヨー製の 
DVD プレーヤーを操作することびでさます。リモコ 
ンを DVD プレーヤーのリモコン受光部に向けて操 
作してください。 


1 ON ボタンを巧して DVD プレーヤーの電 
源を入れる 


ピ各操作ボタンを巧ず 
DVD 操作ボタン 

► :再生を始めます。 

■:再生を止めます。 

►►:正方向にヴーチ焊送り）します。 

逆方向にサーチ（早戻し）します。 

II 再生を一時停止します。 

►►1： ] つ先のチャプター/トラックの先頭か 
5再生します。 

I ◄◄:現在のチャプター/トラックの先頭か5 
再生します。 

DVD OSD 操作ボタン 
TOP MENU : DVD のディスクに記録されてい 
るトップメニューを表示します。 
MENU : DVD のディスクに記録されてい 
る;ニューを表术します。 
RETURN :1 つ前の y ニュー画面に戻りま 
す。 

SETUP :設定画面を表示します。 

画面に表示されたメニューを選 
択します。 

ENTER :選択内容を決定します。 


〇 STANDBY ボタンを巧して DVD プレー 
ヤーをスタンバイ状態にずる 
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ヘッドホンで聞く 



へッ ドホンのステレオミニプラグを£0丄1 

の PHONES 端テに接続ずる . ヘッドホンを接続ずると、スピ-力-からは音亩 

は出力されません。 

• 音青は自動的にステレオ音青になります。（ I 」ス 
ニングモードび rSTEREO 」 になります。防27 
ページ） 

ヘッドホンを巧くと、接続前の1」スニングモード 
に戻ります。 
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故障？と思った 5 


ホームシアターシステムび正常に動作しないときは、この表を参考にしてお調べください。これ5の処理を 
してち直らないとき、これじ(がの症状のときは、電源コードをコンセントから抜いて「お名前」「おところ」「電 
話番号」「製品名 （ DHT 丄1)」「故障状況」をできるだけ詳しくお買い上げいただいたお店、または当社ヴー 
ビスステーションまでご連絡ください。 


猫犬 

原因 

対応の化方 

電源が入らない 

電源コードびコンセントから振けている。 

電源コードをコンセントに差し込んでください。 

(降32ぺージ） 


が部ノイズび ED-L1 内部のマイコンに 
影響した。 

電源プラグを一度コンセントから振き、已秒じ （ 
上たってから再度コンセントに差し込んでくだ 
さい。 （-^22 ページ） 


SWA-L1 内部のヒューズび切れた。 

お買い上げ店ちしくは当社サービスステーショ 
ンにご連絡ください。 

電源は入るび、 

音び出ない。 

SWA-L1 後面の POWER (ま電源)スイッチび 
OFF (オフ）になっている。 

曰 N (オン）にしてください。（防32ページ） 


S ューティング機能びはたらいている。 

リモコンの MUTING ボタンを巧してミューテイ 
ング機能を解除してください。 （-^26 ページ） 


ピンコードやスピーカーコードの接続び 
正しくない。 

ちラー度接続を確認してください。プラグや 
コード飄ましっかりと接続してください。 

(防] 7〜 2] ぺ—ジ） 


マイコンび誤作動している。 

電源プラグを一度コンセントから振き、曰秒 
上たってから再度コンセントに差し込んで<だ 
さい。 （<■^22 ページ） 


再生している機器び入カソースとして選ばれ 
ていない。 

入カソースを再生している機器にしてください。 
的日ぺージ） 

U モコン操作び 
でさない。 

• 1」モコンに電池び入っていない。 

•電池の寿命びな<なっている。 

• U モコン受光部び障善物でふさびれている。 

•乾電池を正しく入れてください。 

•新しい乾電池と交換してください。 

(i^l 1ぺージ） 

.障善物を取り除いて < ださい。 


ED-L1 はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれに列部からの雑音や巧害ノイズ、ま 
た静電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのよラなとさは、電源プラグを抜いて約已秒棲に改めて電源プ 
ラグを入れてください。 


《マイコンの U セットについて 

登録したレベル設定などをすべて初期（工場出荷時の設定内容）化したいときは、スタンノ くィ状態のときに ED-L 1の 
STAND 巨 Y/ON ボタンを巧したままリモコンの LATE NIGHT ボタンを巧してくださし、。 ED-L] の表示部に 
「CLEAR」 と表示され、初期化されると同時にスタンノ くイ状態になります。 






■ ED-Ll (デコーダー） 

入力 

デジタル]/2 
アナ□グ]/2 

出力 

周波数特性 

フ□ント、サラウンド部 
スーパーウー ファー部 
S ュート 
—般 
電源 

消費電力 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 
質量 


光 ( OPTICAL ) 

RCA L/R (200 mV / 曰0 kO ) 

ステレオ時 ： RCA L/R (2 V /800 0 VOLUME MAX 時） 

] 曰 0 Hz - 20 kHz 、+ 1 / - 3 服 ( STEREO モード） 
20 Hz - 1 已日 Hz 、+ 1/ - 3 dB ( STEREO モード） 
-日 0 d 目 

ACIOOV . 己 0/60 Hz 

16 W (電気用品安全ま技術基準） 

205 mm x 70 mm x 23 已 mm 
2.4 kg 


SWA - Ll (アンプ、サブウーファー) 


入力 

アンプ部 

定格出力（各チャンネル駆動時） 
フ□ント、サラウンド部 
スーパーウー ファー部 
全高調放歪み率 
SN 比 

スピーカー部 

形式 

—般 

電源 

消費電力 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行き） 

質量 

その他 

■ D - L 1 (サテライトスピーカー） 

形式 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 

質量 

その他 


RCA L / R / C / SL / SR / サブウーファー（己00 mV / 已〇 kO ) 


30 WX 己り kHz 、 目0/曰 AJ ) 

50 W (100 Hz 、12 Q / EIAJ ) 

0.1% (出力己 W ) 

100服 （ STERE 日時、 IHFA 0. 己 V 入力） 

J ドライブち式20 cm コーン 

AC 100 V . 己0/60 Hz 

107 W (電気用品安全法技術基準） 

2己 ] mm X 316 mm x 408 mm 
14.1 kg 
防磁設計 （ EIAJ ) 


8 cm 日 MF コーン （1 ヶにつき]本使用） 
8己 mm X 120 mm x 112 mm 
各日. 7 kg 
防磁設計 （ EIAJ ) 


性能および外観は、性能向上のため予告なしに変更することがります。 
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オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入ネ目談はお近くの販売店へ、修理については、お買い求めの販売店へご依頼<ださ 
し、万一お困りの場合には、下記の窓□へご相談くださるよラお願いいたします。 


お客様 
ご相談窓 □ 

カスタマーセンター 受付日:30〜17:30 (±曰祝、弊社休日除く） 

■カタ□グのご請求、製品についてのご相談 

:ホームシアタ ー/ 才ーディオ製品 一 custome 階 onkyo . co.jp 
マルチメディア製品 -► mmcadmin @ onkyo . co.jp 

*TEL :ナビダイヤル〇已 70-01-81 1 ] (全国どこからでも市内料金で通話いただけます） 

または 072-83]-81 1 ] (携帯電話、 PHS から)へどラそ'。 

*FAX : 072 -831-8 124 〒已 72-8 己40大販府寝屋リ1市日新町 2-1 



オンキヨー製品情報、ユーザー登録ホームぺージへ一 http://www.onkyo.co.jp 


快適な才ーデイオライフをお手伝い。ネットショップへ一 http://www.e-onkyo.com 


ィ々埋巧 修理のご依頼は取扱説明書の「故障？と思ったら」の項目をご確認のうえご依頼ください。転居され 

I ' 9 It ' S *' U たり、贈物でいただいたものの故障でお困りの場合は、下記へご相談ください。 

パソコン用スピーカー L ソがのマルチメディア製品は、 


マ J レチメディアサポートセンター TEL 072-831 -730 已 FAX .072-831-8124 

〒己 72-8 日40大販府寝屋川市日新町3-] 

ホームシアター/オーディオ製品とパソコン巧スピーカーは、 


北海道地区 

ネし幌サービスステーション TEL 011 -747-66 ] 2 FAX 011 -747-6619 

干00]-日028札幌市:!ヒ区北28条西已 -1-28 I -ーシン：!ヒ28条ビ ' J レ 

青森•岩手•宮城 • が:田 ■ 山お • 福島地区 

イ山台サービスステーション TEL 022 -297-0 已 7] FAX 022 -2 已 7-7330 

干 984-00 已]仙台巿若林区新寺4-日-曰第二丸昌ビル ] F 

然城•栃木地区 ~ 

宇者!^宜サービスステーション TEL 028-634-4307 FAX 028-巨 34-4308 
干 320-0831 栃木県宇都宮市新町 3-7-7 

群馬•埼玉•新漏地区 

大宮サービスステーション TEL 048-651-8612 FAX 048-651-9137 

干330 -0034 埼玉県さいたま市±呂町 2-29-2 高安ビル ] F 

千葉•東京に3区）地区 —~ — 

東京サービスセンター TEL 03-3861-8121 FAX 03-3861-8124 

干]]]-00已4東京都台東区鳥越 1-2-3 八マスエビル 

東京 （23 区を除く）•山梨•長野地区 ■ ■ 

ノ I 王子サービスステーション TEL 0426 -32-8030 FAX 0426 -36-93 1 2 
干] 92-0914 東京都ノ V 王子市片倉町358番地 

神き川地区 

横おサービスステーション TEL 04ち- 322-9342 FAX 04已 -3 1 2-6603 

干220 -0072 横お巿西区浅間町 1-1 3共なビル目 F 

岐旱•詩岡•愛知•王重地区 

名古屋サービスステーション TEL 0己 2-772- 1229 FAX 〇已 2-772- 1331 
干46已 -00 13名古屋巿名東区社 aiT 目] 001番 

富山■•石"1^福井'•滋賀•京都•术阪•'巧庫•奈良•和歌山地区^ 

大阪サービスセンター TEL 06-6 己7巨-7620 FAX 06-6 己 76-7604 

干己己 2-00 1 3大販巿港区福崎 2 T 目1番地4日号 

■■鳥取•島根•岡山^広島可 U 巧(下■南吞除。地区 " 

広島サービスステーション TEL 082 -262-33 ] 已 FAX 082 -2 巨 2-6 己7 ] 

干 732-00 已7広島巿東区二葉の里 3-8-38 

徳島•香 jll •愛媛•高知地区 

高^^、サービスステーション TEL 087 -868 -已662 FAX 087 -8 巨8-已672 

干760 -0079 高松巿お縄町 44-8 西原ビル ] F 

山□(下関)^福岡•怔質•長崎•熊本•大分•き崎•鹿巧島'•沖痛地を ■ 

福岡サービスステーション TEL 092-4 1 8- 13已7 FAX 092-418-1 358 

干 8] 2-0006 福岡市博多区上牟田 3-8- 19みなみビル202 


2001年6月現在お客様ネ目談窓□、修理窓□の名称、住所、電話番号は変更になることびございますのでご了承くださし、。 
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修理について 


■保証書 

この製品には保証書を別達添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取0 ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰より1年間でず。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よくお読みいただを、お 
調べください。本機]苗外の原因わ考えられます。ご 
使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調べくだ 
さい。それでをなお異常のあるとをは、ただちに電 
源プラグを抜いてか5、修理を依頼してください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは商品と保証書を 
ご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店または、 
当社サービスステーションにご依頼ください。 
詳細は保証書をご覧 < ださい。 


■修理を依頼されるときは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 
( DHT - Ll ) J 「故障または異常の内容」をできるだ 
け詳しく、お買い上げ店または当社サービスステー 
シヨンまでご連絡ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店または当社 サービスステーシヨンに 
ご相談ください。修理によって機能び維持できる 
場合はお客様のご要望によ0有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品を製造打ち切り後 
最低8年間保有してしなす。この期間は経済産業省 
の指導によるちのです。性能部品とはその製品の 
機能を維持するために必要な部品です。保有期間 
経過後でち、故障箇所によっては修理巧能の場含び 
あ0ますので、お買い上げ店または当社サービスス 
テーシ ヨンに ご相談ください。 



ONKYO. 

Ttyts- 曲 3 ちは 

本社/大販府寝屋リI市日新町 2- 1〒日 72-8 已40 

http://www.onkyo.co.jp/ 

製品の故障や修理についてのお問い含わせ先： 

お買い上げの販売店もしぐま「オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内」に記載の最寄りのサービスステーション 
へお申し出ください。 

♦ 東京サービスセンター巧03 (3861)8121 ♦ 大販ヴービスセンター巧06 (巨曰 76) 7620 

SN 29343260 W0109-1 







